
町税
その他の
自主財源

4億9,248万円
7.7％

7億529万円
11.0％

地方交付税
35億462万円
54.7％

地方交付税
35億462万円
54.7％

地方交付税
35億462万円
54.7％

7億8,326万円
12.2％
7億8,326万円
12.2％
7億8,326万円
12.2％

その他の依存財源
1億7,331万円
2.6％
町債
4億5,264万円
7.1％
県支出金
2億9,870万円
4.7％

国庫支出金国庫支出金国庫支出金
自主
財源

依存財源

総務費
13億3,127万円
22.5％

衛生費
6億2,696万円
10.6％

民生費
11億5,854万円
19.6％

民生費
11億5,854万円
19.6％

民生費
11億5,854万円
19.6％

公債費
8億3,766万円
14.2％

公債費
8億3,766万円
14.2％

公債費
8億3,766万円
14.2％

その他
4億1,541万円
7.1％
災害復旧費
3億9,201万円
6.6％

教育費
3億8,825万円
6.6％
土木費
3億4,832万円
5.9％
農林水産費
4億975万円
6.9％

広報くずまき・平成24年10月１日〔８〕〔９〕平成24年10月１日・広報くずまき

　安心して暮らせるまちづくり
緊急雇用対策への補助金 1,418
高齢者雇用促進奨励金 402 
若者雇用促進奨励金 690 
住宅リフォーム応援事業補助金 979 
協働のまちづくりの推進 3,514 
定住対策の推進 357 
ぬくもり助成の交付 371 
地区センターへの太陽光発電設備の設置
蓄電池の配備 15,276 

除雪機械などの購入（３台） 1,846 
道路改良工事（５路線） 10,700 
消防施設整備（消防車２台、防火水槽１基） 3,131 
災害対策の備品購入
（発電機、衛星電話、放射線測定器） 1,079 

被災地生徒等受け入れ支援事業 183 

　子育てにやさしいまちづくり
子ども手当の支給 8,713 
乳幼児（就学前）への医療費助成 314 

児童（小学生）への医療費助成 148 
子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業 523 

　産業の推進
農畜産物加工ブランド力強化への補助 111
いわて希望農業担い手応援事業補助金 3,064 
畜産用非常用電源確保へ補助 476 
削蹄費の助成 586 
乳用牛（初妊牛）導入への補助金 600 
森林保全特別対策への補助金 708 

　災害からの復旧
農地等の災害復旧対策工事 2,031 
河川・道路災害復旧工事（22年災・23年災） 37,500 

　教育環境の整備
スクールバスの整備 319 
保育園・小中学校・公民館図書の整備 1,653 

一般会計のおもな事業

平
成
23
年
度
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
の
概
要
か
ら
み
た

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

単位：万円

　

町
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
国
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
有

効
に
活
用
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
決
算
額
は
81
億
８
１
３
６
万

円
と
な
り
、
前
年
度
を
９
億
５
３

８
４
万
円
（
10
・
４
％
）
下
回
る

規
模
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
64
億

１
０
３
０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

て
７
億
１
２
０
万
円
（
９
・
９
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
最
も
減
少

し
た
の
は
国
庫
支
出
金
で
、
地
域

活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金

や
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
体
の
54
・
７
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
２
６
８
９
万
円

（
０
・
８
％
）
の
増
と
な
り
、
平
成

20
年
度
以
降
は
４
年
連
続
で
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
歳
出
の
総
額
は
、
59
億

８
１
７
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

８
億
６
２
８
２
万
円
（
12
・
７
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
総
務
費
で
地
域
情
報
化
基
盤
整

区　分 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険 11億1,020万円 10億7,715万円 3,305万円

簡易水道 1億8,430万円 1億7,711万円 719万円

農業集落排水 2億345万円 1億8,652万円 1,693万円

後期高齢者医療 6,953万円 6,568万円 385万円

国保葛巻病院 8億1,730万円 7億6,673万円 5,057万円

備
事
業
、
教
育
費
で
葛
巻
小
の
屋

内
運
動
場
整
備
事
業
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
に
み
る
と
任
意
に
削
減

す
る
こ
と
が
難
し
い
人
件
費
や
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
前

年
度
比
で
７
５
７
４
万
円
（
３
・

４
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
普
通

建
設
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
前

年
度
比
で
６
億
５
０
５
１
万
円

（
38
・
７
％
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計

基金区分 年度末現在高 年度中増減
財政調整 5億7,238万円 12万円
町債減債 5億1,008万円 21万円
地域づくり振興 3億   296万円 2,548万円
公共施設等整備 13億5,057万円 5億　 34万円
　　全基金合計 29億7,376万円 5億4,802万円

会計区分 年度末現在高 年度中増減
一般 60億6,258万円 △2億9,072万円
国民健康保険事業 0万円 △1,500万円
簡易水道事業 9億   385万円 △5,175万円
農業集落排水事業 16億6,311万円 △4,495万円
国保葛巻病院事業 8,188万円 3,357万円

全会計 87億1,142万円 △3億6,885万円

各指標(早期健全化基準) H23 H22 比較
実質赤字比率(15％ ) 赤字なし 赤字なし ー
連結実質赤字比率(20％ ) 赤字なし 赤字なし ー
実質公債費比率(25％ ) 11.1% 13.1% △2.0％
将来負担比率(350％ ) 12.6% 18.1% △5.5％

▶基金および地方債現在高の状況

基　金
現在高
（積立金）

地方債
現在高
（借入金）

健全化判断比率

▶財政健全化法に基づく指標の公表
　平成23年度決算における財政健全化法に基づく各指標は、
いずれも法に定められている基準を下回りました。

歳入総額
64億1,030万円

歳出総額
59億817万円

一般会計

23 年 度 決 算 報 告

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
81
億
円

災害に備え
総合防災訓練を実施
　町は９月２日、大規模な地震が発生し、葛
巻小学校体育館で火災が発生という想定で総
合防災訓練を実施しました。参加者らは消火
器や屋内消火栓を使用した初期消火訓練、自
動体外式除細動器（ＡＥＤ）を使った応急手
当訓練などを行い、防災意識を高めました。
訓練には消防団、婦人消防協力隊、少年消防
クラブ、葛巻分署のほか新町・下町・城内小路
地区の住民や町内各地区の自主防災組織の代
表など約200人が参加しました。

一
日
消
防
団
長
に
小
屋
瀬
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
晝
澤
剛
志
さ
ん

（
小
屋
瀬
中
１
年
）、
一
日
分
署

長
に
小
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

上
野
大
地
さ
ん（
葛
巻
小
４
年
）

が
務
め
ま
し
た
。

人権擁護委員を選任

深澤　進さん
（56歳・野中）

藤岡　徹さん
（64歳・新町）

　10月１日付けで法務大臣から委嘱されまし
た。家庭問題をはじめ、さまざまなトラブル
など問題解決のためのアドバイスなどを行い
ます。任期は３年です。

ど
う
ぞ
や
す
ら
か
に

　町議会議員の橋場清廣さん（新町）が８月
24日逝去されました。58歳でした。
　橋場さんは、平成８年初当選以来連続５期
16年７カ月の永きにわたり在職し、町勢発
展のため献身的に尽力されました。
　また商工会副会長や交通指導隊員、野球協
会審判部長なども務め、幅広い分野でご活躍
されました。心からご冥福をお祈りします。

葛
巻
町
議
会
議
員

　

橋
場　

清
廣
さ
ん

再
任

新
任


